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寒冷な気象状況・第６波と向き合う 

校長 寒河江 正人 

 

今週は、連日の氷点下の気象状況・暴風雪が続き、危険な状況が続いておりますが、 

生徒諸君、教職員の皆様の賢明な対応により、無事故の登下校・通勤が続いております。 

ありがとうございます。 

 

自分の身の安全・安心は、自分自身の力で守らねばなりません。 

今こそ、事前に危険を予測し、事故を回避する能力が試されています。 

当分の間、この寒冷な状況は続きそうですので、安全な登下校・通勤を徹底願います。 

 

一方、新型コロナの「第６波」は、ついに、全都道府県において「オミクロン株」による 

市中感染が確認されるまでに至りました。 

昨年１１月に「ＡＩ（人工知能）」が予測したとおり、１２月から再拡大し、１月～２月に

ピークを迎えるということが、今、まさに現実化しております。 

 

昨日付けにて、「当面の部活動の実施について（通知）」を周知致しました。 

今、中学校現場が最も大切にしなければならないことは、受験機会の保障です。 

何としても、３年生の努力を実らせるために万難を排して臨まねばなりません。 

下級生の部活動については、紙面のとおりの対応としますので、生徒・保護者・コーチ等

の関係者各位のご理解とご協力をお願い致します。 

 

なお、各競技団体等による大会や強化事業等については、次々に中止となっております。

もしかしたら、実施日ぎりぎりまで判断のつかない主催団体等もあると思われます。 

 

本校としては、申し込みや参加は妨げませんが、生徒本人及び保護者の意志を尊重しつつ、

個々の参加同意を得ることを前提とし、くれぐれも参加への同調圧力等のかかることが 

なきよう賢明な判断にご配慮願います。心配なことがあれば、事前にご相談願います。 

 

大切なことは、本校で感染クラスターが生じて、教育活動が停止することがあっては 

ならないということです。 

それでは、健康・元気・笑顔の毎日のために、よろしくお願い致します。 


